





























































































































































































































































The Relationship between Student Eating Frequency in a University  
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図４　喫食頻度群別のGPA分布
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図５　喫食頻度群別のGPA
・各群について、最大値、第１四分位数、中央値、第３四分位数、
最小値を示す。なお、最小値が０は、履修登録はしたが、単位
認定することが全く出来なかった学生である。
・*p<0.05**p<0.01：喫食頻度群間の中央値の差をスティール・
ドゥワス（Steel-Dwass）の多重比較手法を用いて検定した結果。
 5大学生の学生食堂における喫食頻度と修学状況の関連　
男子学生は自炊せずに食堂をはじめとした外食に頼るこ
とが多いためと推測している［5］。本研究においても、高
頻度群の割合が女子学生に比べて男子学生で高く、同様
の傾向であった。一方、田辺らは大学生における食の満
足感の調査結果から、女子学生が男子学生に較べて健康
的な食生活に対する意識が高いと報告している［6］。本研
究において、喫食状況を調査したのは栄養バランスに気
をつけた「一汁三菜」ランチであった。したがって、健
康的な食生活に対する意識の高い女子学生の方が男子学
生に比べて、喫食なし群の割合が低かったことが示唆さ
れる。
（４）通学区分と喫食頻度の関係
表４、図３から分かるように、自宅通学生が自宅外通
学生に較べて高頻度群の割合が低く、喫食なし群の割合
が高かった。西尾らは、大学生の食行動と学習意欲との
関連を、居住形態と性差の観点から調査し、昼食の調達
方法は、手作りが自宅通学生では39.1％、寮生4.8％、自
炊生18.2％と報告している［7］。本研究の対象者において
も、自宅通学生が自宅外通学生に較べて昼食を手作りす
る割合が高く、「一汁三菜」ランチを喫食する頻度が低
かった可能性が考えられる。
（５）喫食頻度群別の成績評価
表５、図５に示すように、高頻度群は中間頻度群、喫
食なし群に較べて、GPAの中央値が有意に高いことがわ
かった。また、図４に示すように、高頻度群は喫食なし
群、中間頻度群に較べて GPAが2.5から2.75までの学生
の割合が高く、喫食なし群は高頻度群、中間頻度群に較
べてGPAが０から0.75までの学生の割合が高かった。し
たがって、栄養バランスに気をつけた「一汁三菜」ラン
チを高頻度に食べた学生は、そうでない学生に較べて成
績評価が良好であることが分かった。小川は、朝食摂取
習慣の教育達成に与える因果効果の検証から、朝食をと
る習慣のある群がない群に較べて成績が良いと報告して
いる［8］。また、成瀬らは、大学生を対象とした食生活に
ついてのアンケート調査の結果、朝食を規則正しく取っ
ている者は、昼食や夕食も規則正しく取っていると報告
している［3］。本研究においても、栄養バランスに気をつ
けた「一汁三菜」ランチを高頻度に食べている学生は、
朝食や夕食も規則正しく取り、成績評価が良好となった
可能性が示唆される。喫食なし群で多かったGPAが０か
ら0.75までの学生は単位をほとんど修得できなかったこ
とが推測され、大学に出席していない状態にあったと考
えられる。喫食状況と成績評価との因果関係については、
今後の検証が必要である。
５．おわりに
低頻度に喫食する学生に対して喫食回数を増やす対策
は高頻度の学生対象の対策とは違い、男子学生で特に自
宅外通学の学生が興味を持つようなメニューを中心とし
たものにする必要があると考える。
本研究により学生食堂を利用する学生の現状について、
性別、通学区分、および成績評価との関係が分かったが、
個別の学生がなぜ利用しないかといった要因に関するこ
とについては、今後、学生個人に対するアンケートを実
施して結果とつきあわせる必要があると思われる。
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